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　The　hermit－cr互b　fauna　of　intertida1and　sublittoraI　zone　on　the　coastal　region　of　Ehime，

Kagawa　and　Koochi　Pref．were　investigated．In　e1even　stations　on　the　shore　of　the　Seto　In－

1and　Sea，8species　o壬Paguridae　and4species　of　Diogenidae　were　obse〃ed．7species　of

Pagur呈dae　and14species　of　Diogenid3e　were　observed　in　ten　stations　on　the　coast　of　the

Pacific　Ocean．

1．はじめに
　海は潮の干満によって上下し，このため，海岸には一時的に大気中に露出し，再び海水をか

ぶることを繰り返す潮間帯とよばれる領域が生ずる。この部分は温度，乾燥，塩分濃度，波浪

だとの環境要因が激しく変化する場であるが，そこには驚くほど多種多様の生物が生息してい

る．愛媛県沿岸の潮間帯は垂直距離で2～4mにも達し，海岸で簡単に観察できる動物門は，

海綿動物から脊椎動物まで9門にも及び，海の動物観察に適した海岸である。著者らは愛媛の

海岸動物観察の指針を作成する目的で，愛媛県沿岸を中心に潮間帯動物相の調査を行なっている。

　本研究は，この調査の」環として海岸に普通にみられるヤドカリ類についてたされた。一般

に“ヤドカリ”とよばれる動物は，ヤドカリ科，オカヤドカリ科，ホンヤドカリ科，オキャド

カリ科たどに属する異尾類の総称であるが，海の動物観察では細かく種の同定をされることは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕　　　　　　　　　　　　2〕
少ない動物である。これまでの愛媛県沿岸の生物調査（八木等，1951；大植等，1953；高橋，
　3〕　　　　　　　　　　　　　4〕

｝959；森川等，1978）においても，ヤドカリ科とホンヤドカリ科数種が報告されているに過ぎ
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ない。著者らは愛媛県周辺のヤドカリ相の概観を調べるため，21地点の潮間帯と潮下帯の定性

的調査を行なった。本論文はこの調査結果を示している。
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図1　調　査　地　点

2．調　査　方　法

調査は1986年4月から1987年1月にかけて，図1に示される21地点で行なった。ヤドカリは

　　　　　　表1．調査地点の底質と調査方法　　　　　　　可動性の動物であり，潮間帯の下

St．1

　2
　3
　4
　5
　6
　7
　8
　9
　10
　11
　12
　13
　14
　15
　16
　17
　18
　19
　20
　21

調査地点　　　　　　底　　質

託問町・室浜
仁尾町・町内
川之江市・金木崎
東予市・大崎鼻
波方町・大月鼻
彼方町・七五三ヶ浦
松山市・白石ノ鼻
双海町・高野」■1

双海町・関佳
瀬戸町三机・谷尻鼻
佐田岬・先端
川之浜・大盤鼻
八幡浜市・諏訪崎
明浜町・田之浜
津島町・掛網代
由良半島・先端
御荘町・室手
城辺町・荒谷
大月町・樫芝浦
大方町・伊之岬
須崎市・野見

岩礁，転石
砂底

転石，砂底
砂底
岩礁，転石
岩礁，砂底
転石，岩礁，砂地
転石

転石，砂底
岩礁，転石
岩礁，転石
岩礁，砂底
転石

転石，岩礁
岩礁，転石
岩礁，転石
転石，砂底
岩礁，転石
岩礁，転石
岩礁，転石
岩礁，転石

調査方法

歩行，潜水
歩行

歩行，潜水
歩行，潜水
歩行
歩行，潜水
歩行，潜水
歩行，潜水
歩行，潜水
歩行
歩行，潜水
歩行，潜水
歩行
歩行，潜水
歩行
潜水

歩行，潜水
歩行，潜水
歩行，潜水
歩行，潜水
歩行，潜水

隈は日時によって変化するので，

調査は大潮干潮時に潮間帯を上部

から下部まで垂直，水平方向にま

んべんなく歩行採集し，また，潮

間帯下敷m（潮下帯）までを潜水

採集する方法で行なった。表1は

各採集地点の底質と採集方法を示

している。標本はアルコール固定

し，殻を割ってヤドカリを取り出

し同定した。各地点で広く，数多

くみられた種は，多い（十十十），

その地域に広くみられたが，個体

数はあまり多くない種は，普通（十

十），調査地で2個体以上観察さ

れたが，広く採集されることはた
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表2．各地点の調査結果

St．1　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9　　　10　　11　　12　　13　　14　　15　　16　　17　　18　　19　　20　　21

Paguridae

　Pagllmsdubiusユビナガホンヤドカリ

　P－1anuginosusケアシホンヤドカリ

　P，geminusホンヤドカリ

　P．piIosipesアカジマホンヤドカリ

　P．s邊g註miensisサガミホンヤドカリ

　P．japonicusヤマトホンヤドカリ

　P．similisベニホンヤドカリ

　P．co］〕stansイガクリホンヤドカリ

Diogenid3e

Pa馴ristes　ortmミmniケブカヒメ目コバサミ

P1japonicusブチヒメヨコハサミ

C1ibanariusvirescensイソヨコハサミ

Diogenes　nitidimanusテナガツノヤドカリ

D．senexミナミツノヤドカリ

Dardams　crassimamsイシダタミヤドカリ

D．lagopodesオイランヤドカリ

D．I〕edunculatusソメンヤドカリ

D．gemmatusサメハダIヤドカリ

Anicu1us　anicu玉usオニヤドカリ

Trizopa馴russtrigatusベニワモソヤドカリ

Ca1cinusseuratiウスイロサンコヤドカリ

C．gaimardiiクリイロサンコヤドカリ

C．1atensツマジロサンコヤドカリ

C．elegansユビワサンコヤドカリ

十十十

十十十 十十　　十十　　十十　　十十　　十　　　十十　　十　　　十十

十十十　　十十　　十十　　十十　　十十　　十十　　十十　　十十十　十十十　　十十

十十十　　　　　十十　　十十　　十十十　十十十　十十十　十十十

十十　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　＋＋

十十十　　　　r　　　　　　　r　　　　　　　＋’十

r　　　　　　　＋＋　　＋＋

r　　　＋＋

十十十　　　　　十十　　　r　　　　　　＋　　＋＋　　＋＋　　　r　　　　　　r

十十十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十十

十十　　　　　　　十　　　　　　　r

十十

十十

十十十

十

十十　　十十　　　　　　　　　　　　　　　τ　　　十十

十十十　　十十十　　　　　　　　　　　　　　　十十十　　十十十　　十十十　　十十十

十　　　　　　十十十　　十十　　十　　十十十　十十十

十十十　　　　　十十　　十十　　十十十　十十十　　十十　　十十

r　　　　　　　　＋＋

十　　　　十十十　　　　　　　　　　　　　　　　十十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十十

十　　　　　　　　　　十十　　十　　　十十　　十　　　十十

十十　　十十　　十十　　　　　　　　　　　　　十十十　十十十　十十十

τ　　　十　　　　　　　　　　　　　　十　　　十十　　　十　　　十　　　　　　　r

十十　　十十十　　十　　　　r

十　　　　　　　十十

十　　　　　十　　　　十十　　　　十十　　　　　『　　　　　十

十　　　十十

十　　　　　　十十　　十十　　　　　　十十

r　　　　＋

十十十多い．十十普通，十少ない，r稀
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かった種は，少ない（十），1個体しか見つけることのできなかった種は，稀（r）として記

録した。

3．調査結果と考察

　21地点の調査で，ホンヤドカリ科8種，ヤドカリ科王5種が同定された。表2は各地点で観察

されたヤドカリを示している。瀬戸内海沿岸（St．　1～11）の採集種数は，ホノヤドカリ科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕8種，ヤドカリ科4種となり，ヤドカリ科の種が少なかった。八木等（1951）は忽那七島の調

査で，ホンヤドカリ科2種（ミツカドヤドカリ，ゼンマイヤドカリ），ヤドカリ科2種（トゲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ〕ツノヤドカリ，ヤスリヒメヨコバサミ）を，高橋（1959）は中島からホンヤドカリ科1種（ホ

ンヤドカリ），ヤドカリ科1種（トゲツノヤドカリ）を報告しているが，本調査結果と一致す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5〕るのはホンヤドカリ1種であった。稲葉（1963）は瀬戸内海の生物相のなかで，ホンヤドカリ

科5種（ユビナガホンヤドカリ，ケアシホンヤドカリ，ヤマトホンヤドカリ，イガクリホンヤ

ドカリ，ゼンマイヤドカリ），ヤドカリ科3種（ケブカヒメヨコバサミ，トゲツノヤドカリ，

テナガツノヤドカリ）を記載している。これらの種の多くは，今回の調査でも観察された。宇

和海から土佐湾にかけての太平洋側St，12～21地点では，ホンヤドカリ科7種，ヤドカリ科14種

が観察された。瀬戸内海から太平洋沿岸へと移動するにつれて，ヤドカリ科の種数は増加する
　　　　　　　　　　　　　　呈〕
傾向にあった。大植等（1953）は南予沿岸のヤドカリとして，ホンヤドカリ科数種（Pagurus

spp、），ヤドカリ科2種（メナガヤドカリ，ケブカアカハラ）を報告したが，普通にみられる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引ヤドカリの同定はしておらず，今回の結果とは一致する種がなかった。八塚等（1978）は高知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7〕
県宇佐周辺のヤドカリ相として，ホンヤドカリ科3種，ヤドカリ科7種を，三宅（1951）は紀

州産異尾類として，ホンヤドカリ科約8種，ヤドカリ科約20種を記載しており，今回の調査結
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刮果はこれらと一致する種が多かった。和田等（工983）は，和歌山県御坊の転石海岸の動物調査

のたかで，潮間帯中部にホンヤドカリ，潮間帯下部から潮下帯にかけてケアシホンヤドカリが

多いと報告した。今回の調査においても，この両種が多く観察される場所では，波浪の弱い，

潮間帯中部にホンヤドカリ，波浪の強い潮間帯下部にケアシホンヤドカリと棲み分ける傾向が

みられた。ヤマトホンヤドカリとイソヨコバサミは太平洋沿岸では普通にみられるが，瀬戸内

海には少ない種のようだ。

　瀬戸内海沿岸から太平洋沿岸へとヤドカリ相の変化や，潮間帯のヤドカリの棲み分けなどに

ついて，今後，調査地点の追加や定量調査によって，更に詳細に検討しなければならない。

4．要　　　　　約

1　愛媛県周辺21地点の潮間帯，潮下帯のヤドカリ相の定性的調査によって，ホンヤドカリ

科8種，ヤドカリ科15種が観察された。

2　瀬戸内海沿岸ではホンヤドカリ科8種，ヤドカリ科4種と，ヤドカリ科の種数が少なか

　った。

3　瀬戸内海から太平洋沿岸にかけて，ヤドカリ科の種数が増加する傾向がみられた。
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